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関する rate equation を解いた結果によって，上述の限界周波数が He の準安定状態の寿命に関係す
ることを結論している。
第 8 章は遮断領域付近でのマイクロ波のプラズマ透過特性と題し， 名古屋大学プラズマ研究所の
TP-D装置について行なった 35GHz マイクロ波の遮断点付近での透過実験の結果を述べ，高密度
プラズマ診断法としての遮断点法の問題を論じている。
第 9 章は結論で，以上の結果を総括している。
論文の審査結果の要旨
本論文は，核融合， MHD 発電などに代表されるプラズマ工学の基礎測定技術として重要なマイク
ロ波透過干渉計法の誤差の原因と，その軽減法を実験的に詳細に検討したもので，探針法などと比較
しながら正しい電子密度，衝突周波数などを得るための測定条件を確立している口また，このように
して確立されたマイクロ波測定法を基準にして，磁場中プラズマの正探針法の誤差と適用限界を実験
的に明らかにし，特に他にさきがけて，プラズマの振動がマイクロ波の異常散乱をもたらすことを実
験的に見出した。
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さらに， He-Ne レーザーの放電振動によるレーザ一光出力のゆらぎに限界周波数のあることを見
出し，乙れに理論的考察を加えたことは，低雑音レーザーの開発に重要な子がかりを与えるものであ
るロ
以上述べたように，本論文は磁場中プラズマのマイクロ波計測技術，正イオン捕集探針による測定
技術，低雑音気体レーザーの開発などのプラズマ工学の重要課題に寄与する処が大きく，博士論文と
して価値あるものと認める。
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